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ＰＣＢ廃棄物の保管・管理状況

環境モニタリングと報告

（注）事業所における年間取扱量1トン以上の第1種指定化学物質（特定第1種指定化学
物質は0.5トン以上）について集計（法に基づく届出値を集計）。

※：PRTR制度（Pollutant Release and Transfer Register：化学物質排出移動量届出
制度）とは、有害性のある多種多様な化学物質が、どのような発生源から、どれくらい
環境中に排出されたか、あるいは廃棄物に含まれて事業所の外に運び出されたかとい
うデータを把握・集計し、公表する仕組み。

単位：kgPRTR調査実績（2011年度）
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用語集を
ご覧ください

ステークホルダー
のご意見

このレポートによってSOx、NOxを除去す
る装置のことを知り心強く感じた。

（主婦）

● 

● ● 水質保全対策

　火力・原子力発電所では、機器排水を排水処理装置で
適正に処理するとともに、冷却水として使用する海水は、海
域への影響を低減するため、周辺海域の特性に応じた取
放水方式を採用しています。
　水力発電所のダム貯水池では、定期的な水質調査、富
栄養化対策や赤潮処理、濁水発生時の選択取水、周辺の
荒廃山林の整備事業への協力など、水質保全に努めてい
ます。

● ● 騒音・振動防止対策

　低騒音・低振動型設備の採用や消音器・防音壁の設置、
機器の屋内への設置などの対策を行っています。また、建
設工事にあたっても、低騒音・低振動型の建設機械を選定
するなどの対策を行っています。

● ● 土壌汚染対策

　有害物質の土壌への排出、漏洩がないように努めるとと
もに、社有地の売却、用地の購入などにあたっては、自主
的に土壌汚染調査を実施しています。
　既存の社有地についても、予防的措置として、自治体の
公表資料を基に、汚染の可能性がある社有地周辺の地下
水汚染状況を調査し、当社に起因した汚染がないことを確
認しています。

（2） 環境モニタリング
　発電所の周辺環境については、関係自治体、周辺企業
との連携により、厳重に管理しています。

（3） 化学物質の管理
　発電所等で取り扱う化学物質については、関係法令に
基づいた適正な管理を行っています。

● ● PRTR制度※

　指定化学物質の排出量、移動量を調査集計するととも
に、自主的に結果を公表しています。

● ● PCB（ポリ塩化ビフェニル）
　ＰＣＢ廃棄物には、絶縁材料としてＰＣＢを使用した「高濃
度ＰＣＢ使用電気機器等」と絶縁材料に何らかの原因で微
量のＰＣＢが混入し汚染された「微量ＰＣＢ汚染廃電気機器
等」があります。当社が保有する高濃度ＰＣＢ使用電気機器
等は、2006年度から、日本環境安全事業（株）北九州事
業所のＰＣＢ廃棄物処理施設において、計画的に無害化処
理を進めており、2012年3月末現在の処理率は約89％となっ
ています。
　また、微量ＰＣＢ汚染廃電気機器等については、2009年
11月の関係省令（無害化処理認定制度等）改正により処
理が可能となった一部の電気機器等の無害化処理を、
2010年度から開始してい
ます。
　なお、ＰＣＢ廃棄物は、
廃棄物処理法などに基づ
き厳重に保管・管理を
行っています。

詳細は九州電力ホームページ　 
関連・詳細情報（P2参照） 〉 土壌調査要領

その他の取組みについては九州電力ホームページ　 
関連・詳細情報（P2参照） 〉 ダイオキシン類

http://www.kyuden.co.jp/environment_booklet_action-report12_action-plan_symbiosis_prevention_index
http://www.kyuden.co.jp/environment_booklet_action-report12_action-plan_symbiosis_control_chemistry



